




 【内容】 

① 手話学習（各回５０分） 

＊テキスト「豊かなコミュニケーション」 

 ＮＰＯ法人 東京都中途失聴・難聴者協会 編 

p45～p49 演習 

    ＊自作例題プリント 演習 

    ＊手話検定 DVD 演習 

 

② 交流・情報交換（各回５０分） 

＊補聴器・人工内耳について 情報交換 

＊障害者手帳 基準確認 

＊要約筆記について 情報交換 

＊補聴器の周辺機器について 情報交換 

＊各イベントの打ち合わせ 等 

 

 二 イベント 戸田ボート体験 

   【目的】 レクリエーションと交流 

   【日時】 ７月１７日（月）10:00～14:00 

【場所】 戸田競艇場 特別観覧席ＲＯＫＵ 

【会費】 会員  ￥100   

非会員 ￥200（子ども￥100） 

   【参加者数】 １８人（会員６人・非会員１２人） 

   【内容】 戸田競艇場内見学・競艇観覧 

 

 

《戸田市民に向けての事業》 

 

三 戸田市民に対する難聴者への理解促進、および難聴者に対す

る入会への呼びかけを目的とした季刊・会報誌「ことのは通

信」を作成、配布。１１月に秋号、２月に冬号を作成・印刷

し、公共施設に 15 か所５枚ずつ配架。ＴＯＭＡＴＯ施設には

掲示。また、秋号は、講演会参加者全員に配布。 

 

四 ＳＮＳ等を使った、当団体の活動の周知・宣伝。 

① ボランティア・市民活動支援センターＴＯＭＡＴＯ 

（以下ＴＯＭＡＴＯ）ホームページにて、当団体の活動ＰＲ記

事を作成し、当団体紹介や会員募集をした。 

② 月刊ＴＯＭＡＴＯ通信に当団体の会員募集記事を掲載。 

 

 



 五 一般戸田市民に向けた難聴者理解のための講演会の実施 

 

【目的】 難聴者・中途失聴者への理解、啓発 

【日時】 １１月５日（日）14:00～16:00 

【場所】 戸田市新曽南多世代交流館 さくらパル  

     ２階 会議室ＡＢＣ 

【内容】 １１月特別講演会 

       テーマ 「わたしが聞こえなくなってから」 

       講師 河合優子氏 

【会費】 無料 

   【参加者数】 ５６人（会員８人・非会員４８人） 

 

 〈参考〉参加者アンケートによる内訳（回収４３名） 

年齢 人数 聴覚障害の有無 人数 居住地 人数
10代〜 0 有 18 ⼾⽥市 11
20代〜 1 無 25 埼玉県
30代〜 3 計 43 （⼾⽥市以外） 22
40代〜 3 東京都 8
50代〜 14 他県 2
60代〜 22 計 43
計 43  

  

 【周知・宣伝方法】 

① 10/2 講演会チラシを、公共施設１５か所に５枚ずつ配架。及び

ＴＯＭＡＴＯ施設内にチラシを掲示。 

② 10/8 戸田市の Twitter 等のソーシャルメディアに講演会のチ

ラシと詳細を掲載。 

③ ＴＯＭＡＴＯホームページに、講演会のチラシと参加への呼び

かけを 10/2、10/20 の２回掲載。 

④ 10/20、参加者が定員に達しないため、東部福祉センター、心

身障害者センター、さくらパルのチラシに参加受付中の付箋を

貼り付け。 

 

 

 六 イベント クリスマス会 

 

【目的】 レクリエーションと交流 

   音声文字変換アプリなど、聞こえの補助手段を楽しみ 

ながら実際に使ってみる。 



【日時】 １２月１７日（日）10:00～12:00 

【場所】 東部福祉センター 中会議室  

【内容】 自己紹介、脳トレクイズ、ビンゴ、ゲーム 

【会費】 会員  ￥100   

非会員 ￥200（子ども￥100） 

   【参加者数】 １３人（会員７人・非会員６人） 

 

  【周知・宣伝方法】 

① 11/5（日）秋の特別講演会会場にて、参加者全員にクリス

マス会のチラシを配布。 

② 11/6（月）クリスマス会のチラシを公共施設１５か所に５

枚ずつ配架。ＴＯＭＡＴＯ施設内には掲示。 

③ 戸田市民から申し込みがないので、戸田市内の補聴器店２

店にチラシ掲示を依頼。置いてもらう。 

 

（事業の成果） 

 

《難聴者・中途失聴者に向けての事業に対する成果》 

 

・月に一度定期的に手話学習をすることにより、難聴者・中途失聴

者が講習会等で習得した手話の技術を磨くことができた。 

・難聴者・中途失聴者が交流することにより、生活上での困難や悩

みを共有し、改善の方法を提案し合ったり、共感しながら共に考

え、支え合うことができた。 

・難聴者・中途失聴者にとって必要な聞こえを補助する機器や、各

補聴器メーカーの特徴、人工内耳等のメリット・デメリットにつ

いて体験に基づく具体的な情報交換ができた。 

・戸田市共創のまちづくり事業の補助金を受けたこと、また、講演

会で市長に直接ご挨拶をいただいたことで、団体として公益性を

大切にしようとの意識が高まった。 

・イベントを通じて埼玉県内の難聴者・中途失聴者団体との連携・

交流を深めることができた。 

・埼玉県聴覚障害者情報センターとのつながりができた。今後、活

動の中で、要約筆記の依頼がスムーズに行われることが期待され

る。 

 

 

 

 

 



《戸田市民に向けての事業に対する成果》 

 

・戸田市民に対しては、講演会や「ことのは通信」を通じて、聴覚

障がい者の困難や、対応の仕方への理解・周知を少しずつだが、

進めることができた。 

・５０人規模の講演会を開催したこと、また、そのための宣伝活動

（戸田市のＳＮＳ・公共施設でのチラシ配架・ＴＯＭＡＴＯＨＰ）

を通じて、戸田市内での当団体の認知度をあげることができた。 

・さらに講演会では、戸田市内で手話学習をしている健聴者・難聴

者が一堂に集まれた。そこから手話を通じての聴覚障がいに対す

る関心の高さを改めて感じることができた。 

 

中期的な運営計画 ・戸田市内にいる難聴者・中途失聴者の当団体への参加を増やす。 

 →困難や悩みを共有することで、改善の道を探り、生活がしやす

くなるように力を合わせて活動していく。 

・聴覚障がい者の生活の不便を軽減する活動を提案、具体化。 

・難聴者・中途失聴者に有効なコミュニケーション技術（筆談・文 

字化アプリ・ヒアリングループ等）の学習と普及 

・県内の難聴者・中途失聴者サークルとの交流・連携 

・戸田市内の聴覚障がい者及びその支援団体との交流・連携 

・要約筆記サークルとの連携 

・戸田市民に対して、難聴者・中途失聴者理解への促進・啓発 

・戸田市民に対しての手話の普及・促進 



≪収支報告書≫  

【収入】                               （円） 

科 目 

予 算 額 

① 

収 入 額 

② 

比 較 

（②－

①） 

内 訳 

補助金・ 

助成金 

当補助金 50,000 50,000 0 助成金 

その他     

自己資金     

会費（参加費等） 12,100 9,046 -3,054 会費・参加費 

利用者負担金（売上等）     

協賛金・寄附     

その他     

合 計 62,100 59,046 -3,054  
 

【支出】                               （円） 

 科 目 
予 算 額 

① 

支 出 額 

② 

不用額 

（①－②） 
内 訳 

補

助

対

象

経

費 

謝礼金 10,000 15,000 -5,000 講演会講師謝礼金 

交通費 500 1,340 -840 講演会ボランティア交通費 

消耗品 29,100 17,440 11,660 筆談具・コピー用紙・ 

文房具・カートリッジ等 

通信運搬費 2,310 100 2,210 ＦＡＸ通信費 

印刷製本費 1,900 4,010 -2,110 講演会チラシ・会報誌 

使用料 10,730 12,060 -1,330 会場使用料・講演会機材賃貸料 

食糧費 1,500 2,017 -517 講師・ボランティアお茶代 

保険料 560 0 560  

小 計 

56,600 51,967 4,633 ※支出額内訳 

補助金充当額：50,000 

自主財源：1,967 

 食糧費 2,200   6,309 -4,109 戸田ボート・クリスマス会の茶

菓代 

消耗品 3,300    770 2,530 クリスマス会景品 

小 計 
5,500   7,079 -1,579  

合 計 
62,100 59,046 

 

3,054  

                 

補
助
対
象
外
経
費 





 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

   

日 に ち 令和５年１２月１７日（日） 

時 間 10：00 ～ 12：00（受付時間 9：45～） 

場 所 戸田市立東部福祉センター２階 中会議室 

（戸田市下前 1 丁目 2 番 20 号） 

参 加 費 会 員 200 円 

非会員 300 円、子ども（～高校生まで）100 円 

※参加費は、当日会場に直接お持ちください 

参加対象者 どなたでも（障害の有無・居住地を問いません） 

定 員 20 名 

申込方法 以下の①～⑥を記載のうえ、ﾒｰﾙでお申し込みください。 

①氏名 ②ふりがな ③住所（市町村名のみ） 

④障害の有無 ⑤連絡先（ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ） ⑥備考（任意） 

E メール ： todakoto2022@gmail.com 

ことのは 事務局 宛 

申込締切 令和５年１２月８日（金）まで 

難聴者・中途失聴者サークル ことのは 

ク リ ス マ ス 会 
難聴者・中途失聴者サークル ことのは 開催の 

12 月恒例イベント「クリスマス会」に参加しませんか？ 

みんなで遊べるゲームや 

サンタさんからの小さなプレゼントもご用意しております。 

皆さまのご参加お待ちしております！ 



秋の特別講演会アンケート・集計結果 
 

   回答・・・４３人 

 

【年 齢】 １０代→０人 ・ ２０代→１人 ・ ３０代→３人  

４０代 →３人・ ５０代 →１４人・ ６０代→２２人       

 

【性 別】 男性→１０人 ・ 女性→３３人 

 

 ※（ご意見）ＬＧＢＴの存在を社会的に認める時代です。性別欄は設けないか、

必要があれば「男女、その他」とする団体もあります。「女性・男性」の順にする

例もあります。なんでも男を先にする慣例から改めていこうとする趣旨です。 

 

【居住地】 埼玉県  戸田市→１１人   

戸田市以外＊① →２２人 

      東京都＊② → ８人     

その他（千葉・茨城）→２人 

      未記入→１人 

 

 ＊① 川口・さいたま市・宮代町・久喜市・新座市・朝霞市・蕨市・春日部市 

 ＊② 小金井市・府中市・八王子市・文京区・北区・杉並区 

 

【ご自身の聴覚障害の有無】  

有→１８人（ろう→０人・難聴→８人・中途失聴→１０人）  

無→２５人 

 

【今回の特別講演会を知ったきっかけ】…複数回答 

     チラシ→８人 ・ ＳＮＳ→４人 ・ 知人の紹介→２９人 

 その他（他サークルなど）→３人 ・未記入→１人        

    

  ＊チラシ→あいパルで見た  １人 

  ＊ＳＮＳ→佐藤さんのＦＢで見た  １人 

 

【特別講演会についていかがでしたか？】 

非常に良かった→３５人 ・ 良かった→６人 ・ 普通→１人 

あまり良くなかった →０人・ 良くなかった→０人 未記入→１人 

 

 



【特別講演会のご感想などがあればご自由にお書きください】 

 

・次回も期待しています。（難聴・６０代男） 

 

・当事者の方のお話は、当時の困難さや気持ちなど、共感することがあり、自分の

これまでの体験を思い出しながら聞くことができました。とても貴重なお話、あり

がとうございました。（難聴・４０代女） 

 

・自分も片耳失聴していて、講師の方のお話がとてもためになりました。 

  （難聴左のみ・６０代女） 

 

・私は２年前から難聴になり、河合先生の講話が生々しく、自分に通じるので感動

しました。また手話も勉強中の私にも非常にわかりやすく、表現法方法も参考にな

ることが多かったです。（難聴・６０代男） 

 

・とても分かりやすく聞くことができました。手話は難しそうで、なかなか視野に

入れられませんでしたが、やってみたいと感じました。ありがとうございました。 

   （難聴・６０代女） 

 

・とてもよかったです。（難聴・５０代女） 

 

・手話に出会って一年ちょっと。手話を読み取ることが苦手です。河合さんは手の

動きの速度も表現のメリハリがはっきりしていて、とても分かりやすかったです。

読み取れるという程でもありませんが、河合さんの手の動きの意味をかなり理解す

ることができました。このような心打たれる集まりを設けてくださった担当の皆さ

まのご苦労も大変でしたでしょうと思います。ありがとうございました。 

（中途失聴・６０代男） 

 

・私は４５歳の時に突然難聴が始まり、４７歳で両耳完全に失聴しました。河合さ

んの生活におけるご苦労が本当に自分のことと同じようでよくわかります。いろい

ろ思い出して涙が出てきそうでした。辛いお話をたくさんありがとうございまし

た。手話通訳のように手話が上達されて本当に素晴らしいです。私も頑張ります。 

市長も素晴らしい方ですね。戸田市がうらやましくなりました。 

（中途失聴・６０代女） 

 

・子供が小さいころから、難聴だったということで、自分と共通の体験談が多く非

常に共感しました。泣けました．．．。（中途失聴・５０代女） 

 

・市長の挨拶（戸田市の補聴器の考えなど）もとても参考になりました。 

河合さんの聴力の範囲の説明もわかりやすかった。（中途失聴・５０代女） 



・私は手話を学び始めて２年ですが、まだまだ講師の手話は読み取れないので、要

約筆記を観ようと思っていましたが、先生の手話はとてもわかりやすく、８割くら

いは理解できて、内容も面白くとてもよかったです。私も中途失聴者ですが、負け

ずに勉強を頑張ろうと思いました。 （中途失聴・５０代女） 

 

・手話がなかなか上達しませんが、あきらめずに少しずつやっていきます。今日は

ありがとうございました。 （中途失聴・６０代男） 

 

・市長の挨拶もとても参考になりました。（戸田市の補聴器の考えなど） 

河合さんの聴力の範囲の説明もわかりやすかった。（中途失聴・５０代女） 

 

・ことのはよりも手話講習会や手話サークルで話していただくともっとマッチする

内容だったと思います。情報保障をあきらめずアピールなさったお話は同障者にも

響きました。  （中途失聴・５０代男） 

 

・とても楽しくあっという間に終わってしまった感じです。また機会があったら参

加させてください。 （健聴・５０代女） 

 

・中途失聴で経験されたこと、とても勉強になりました。手話表現もとても分かり

やすく、こんな手話ができるようになったらとも思いました。勉強の励みになりマ

ました。先生、ありがとうございました。 （健聴・５０代女） 

 

・非常に具体的でわかりやすいお話だった。共感できるところも多く、（工夫され

た話され方の効果と思う）大変なご苦労を涼やかにお話しされていて、聞きやすか

った。お話にあった、お涙頂戴ではなく、心にしみつつ、明るく前向きに聞けた。

みんなが一緒に幸せを目指す社会への勇気と気付きをもらったと思う。 

  （健聴・６０代女） 

 

・とても分かりやすい手話でした。話の内容もとても楽しかったです。 

  （健聴・６０代女） 

 

・とても楽しい講演でした。 （健聴・６０代女） 

 

・とても丁寧で、わかりやすい講演でした。久しぶりに河合さんとお会いでき 

（しかも私のことを覚えていてくださり）本当にうれしかったです。また、お会い

できる日を楽しみに、手話の技術を磨いていきたいと思います。ありがとうござい

ました。これからもお元気で、ご活躍されますようお祈り申し上げます。 

  （健聴・６０代女） 

 

・話し言葉の手話だったのでとても分かりやすかったです。（健聴・５０代女） 



・良い時間を過ごすことができました。先生はユーモアを交えてお話してくださ

り、楽しかったです。  （健聴・５０代女） 

 

・健聴者ですが、耳の聞こえない人の状況がよくわかりました。耳が聞こえる、聞

こえない、関係なく英語や外国語と同じように、手話がもっとメジャーなものにな

るとよいなと思いました。  （健聴・３０代女） 

 

・参加させていただき大変ありがとうございました。当事者からの一言一言の発言

に苦労したこと、また、前を向いて進んでいること、聞こえない原因を現在でも受

け入れ、受け止めていく苦しさはあると思います。貴重な体験談を本当に聞かせて

いただき、ありがとうございました。  （健聴・６０代女） 

 

・周囲の理解なき世の中から、懸命に道を探す姿に私も勇気づけられました。明る

い笑顔が素敵です！！♡  （健聴・６０代女） 

 

・蕨の特別講演会にも来てほしい～。もっと聞きたい。  （健聴・５０代女） 

 

・聞こえなくなった方の生の講演を聞き、とても参考になり、よかったです。 

  （健聴・６０代女） 

 

・とても貴重なお話ありがとうございました。  （健聴・４０代女） 

 

・とても参考になりました。また参加したいです。  （健聴・５０代女） 

 

・今日はありがとうございました。とてもゆっくり丁寧に話していただき、手話も

わかることが多かったです。いろいろ大変なことがあっても、前向な姿に感動しま

した。いろいろと知ることができてとてもよかったです。 （健聴・５０代女） 

 

・自分は健聴なので実際のご苦労等がうかがえてよかったです。このような機会を

設けていただきありがとうございました。  （健聴・６０代男） 

 

・大変参考になりました。健聴ですが、手話を習いたいと思います。身内が認知症

で、耳が少しずつ聞きづらくなってきました。今日はありがとうございました。 

 （健聴・６０代男） 

 

・自分はまだ手話入門ですが、今日の講演は、言葉を言いながらの手話でしたの

で、初めての私でも一部手話表現がわかりました。 （健聴・６０代女） 

 

・聴覚障害のこと、ご自身の体験、様々なご苦労をされているんだなと思いまし

た。またたくましさを感じました。  （健聴・６０代女）          



難聴者・中途失聴者サークルことのは 

では、会員を募集しています。 

 

聞こえにくいことで、困ったり、不安

を感じたりしていませんか。その不安

が少しでも軽くなるきっかけ作りにな

ればと思います。 

どうぞ、お気軽にご見学、お問い合わ

せください。お待ちしております。 

【問い合わせ】 

todakoto2022@gmail.com 

 難聴者・中途失聴者サークル 

       ことのは 事務局 

ことのは通信  
令和５年１１月５日 

第１号 

難聴者・中途失聴者サークルことのは 

 

 ことのは通信は、【難聴者・中途失聴者サークルことのは】が発行する，ミニ季刊誌です。 

この通信では、当サークルの活動内容や、聞こえに関するさまざまな事柄についてお伝えしていこうと思い

ます。秋のひととき、お手に取って読んでいただければ幸いです。 

 

Q・難聴者・中途失聴者サークルって、どんなサークルですか？ 

 

A・サークル名にある難聴者・中途失聴者とは、音や言葉が聞き取り 

にくい人、聞こえなくなった人をさします。 

  しかし、ひとくちに聞き取りにくいといっても、その聞こえ方は実に 

さまざまです。 

高い音が聞こえにくい人もいれば、低い音が苦手な人もいます。聞こえなくなった時期も、 

子どものころに聞こえづらくなった人、高齢になってからの人、いろいろです。 

そんな様々な聞こえにくさを抱える人たちが集まり、活動しているのが当サークルです。 

 

Q・どんな活動をしているのですか？ 

 

A・月に一回、戸田市内の公共施設で、２時間程度の集会をします。 

  内容は、手話学習と交流です。手話学習はテキストを使って、みんなで 

学習。交流の時間は、それぞれの近況を報告したり、補聴器や、アプリ 

など聞こえをサポートする方法や情報を交換・共有しています。 

  また、交流イベントや、講演会なども行っています。 

 

 

 

 

 

ご存じですか？耳マーク 

これは、聞こえが不自由なことを 

表すと同時に、聞こえない人・ 

聞こえにくい人への配慮を表す 

マークです。 

 

 先日、コンビニの入り口で耳マークを見か

けました。そこには「耳が聞こえにくい方は

お気軽にお知らせください。」の文字が！ 

聞こえづらいと買い物も不便なものです。

この表示に、心がほっこり。 

こんなお店が増えてほしいですね。 



 

 

 

 

 

 

あなたの家族や友人に聞こえにくい人はいませんか？ 

試してみませんか、スムーズな会話のための６つの工夫！ 

 

聞こえにくい人＝難聴者は、聞こえない原因も、聞こえ方も人それぞれに違いま

す。だから、以下①～⑥全てが有効というわけではありません。 

でも、こうした工夫で話が通じやすくなる人も意外と多いのです。今度、聞こえに

くい方とお話をする時には、次の６つの工夫をためしてみてはいかがでしょう。 

 

① マスクを外し、口元や表情を見せる 

 声も届きやすく、表情や口の形が話のヒントになります。 

 

② 話す前に名前を呼ぶ 

 「〇〇さん！」「ねえ」などと呼んで、話し手に注意を向けてもらいます。 

 できれば顔を合わせて名前を呼ぶとより確実！ 

 

③ 最初に話のテーマを伝える 

 テーマと言うと大げさですが、何の話題なのかを短く伝えます。 

 たとえば「今度の旅行のことだけど・・」「ドラマの話だけど・・」など 

 話の流れがある程度予測されて、内容がつかみやすくなります。 

 

④ 聞き返されたときは、別の言い方をする 

 より大きな声で、同じ言葉を繰り返す、という方が多いと思いますが、 

別の表現にして、はっきり、ゆっくり話す方が効果的です。たとえば… 

「５時」→自分の腕時計を指さして「時間、夕方５時ね」 

「田中さん」→隣の（指さし）田中さん、レジ係（役職・係をつける）の田中さん  

「ビール飲む？」→「ビール？日本酒？どっち飲む？」    

   裏面へ詄詆詇詈詅 

ことのは通信    
令和６年１月２６日 

冬号【№２】 

難聴者・中途失聴者サークルことのは 



難聴者・中途失聴者サークルことのはでは、会員を募集しています。 

 

聞こえにくいことで、困ったり、不安を感じたりしていませんか。その不安が

少しでも軽くなるきっかけ作りになればと思います。 

どうぞ、お気軽にご見学、お問い合わせください。お待ちしております。 

（ご家族、ご友人などが聞こえの問題を抱えている、という方の見学も受付けて

おります。お気軽にご相談ください） 

 

【問い合わせ】 

todakoto2022@gmail.com 

難聴者・中途失聴者サークル ことのは 事務局 

 

はっきり、

ゆっくり 

お願い 

左側から話して

くれると 

よく聞こえるの 

⑤ なるべく静かな環境で話す 

 テレビや掃除機などの音が大きい場合は、音を止めてから話します。また、 

話声でにぎやかなお店はできるだけ避けて、静かな場所を探して話します。 

 

⑥ 文字にしてつたえる 

文字化は難聴者にとって非常に有効なコミュニケーション手段です。 

聞き取りにくいと思われる言葉や、話の中で大切な言葉を、ホワイトボードや、、

電子メモパッド、またはメモ用紙に文字でささっと書きます。 

または、書いてあるものを示します。 

ホワイトボードは、百円ショップでいろいろなサイズの物が売っていますよ。 

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

聞き取りにくさで 

困っている方は・・・ 

 

自分にとって聞き取りやす

い方法を、思いきって相手

の方に伝えてみてはいかが

でしょう。きっと協力して

くれると思いますよ☺ 
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